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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者の肌に向き合う内面側と、その反対側である外装側とを有し、シート部材、並び
に前記シート部材より小さい機能性シートおよび体液吸収体を備え、前記シート部材に前
記機能性シートおよび前記体液吸収体が取り付けられた吸収性物品において、
　前記機能性シートは、繊維不織布を含み、着用者の肌に当接可能に前記シート部材に重
ね合わせて接合されるとともに、前記着用者の肌に当接可能な表面と、前記シート部材に
接合される反対面とを有し、前記反対面は、前記表面よりも繊維どうしの交差する点が多
く、前記反対面には、前記内面側から視認可能な着色部がインキを印刷することによって
設けられていることを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　前記機能性シートは前記シート部材に接合領域を介して接合され、
　前記接合領域は前記機能性シートの外周縁から内側に離間して配設され、
　前記着色部は、前記接合領域と同じ領域ないし前記接合領域の内側に設けられる請求項
１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記機能性シートは、前記着用者の肌に当接可能な上層と、前記シート部材に接合され
る下層と、前記上層と前記下層との間に位置する中間層とを有し、
　前記上層および前記下層は、通気性および透液性を有する繊維不織布によって形成され
、前記中間層は、吸水性を有する繊維不織布によって形成される請求項１または請求項２
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に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記体液吸収体は、少なくとも粉砕パルプを含む吸液性材料を備え、
前記着色部は、前記シート部材の前記吸液性材料が存在しない部分に設けられている請求
項１から請求項３のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記着色部は、前記外装側からも視認可能である請求項１から請求項４のいずれか１項
に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は機能性シートを備える吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　使い捨ておむつや生理用ナプキン等の吸収性物品に抗菌剤や消臭剤を含有する機能性シ
ートを取り付けて、新たな機能を付加する技術が知られている。この技術では、抗菌剤等
の固有の色を隠蔽するため、あるいは機能性シートが無い製品との判別を容易にするため
に、吸収性物品に印刷等により着色を施すことがある。
【０００３】
　特許文献１には、吸収性本体の肌当接面側の吸収体よりも外方の領域に、その厚み方向
に凹んだ凹部が複数個形成され、凹部の底部にインキが転写された印刷部を設けて、図柄
が形成されている吸収性物品が開示されている。
【特許文献１】特開２００６－１８１１９３号公報（請求項１、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の吸収性物品によれば、図柄を印刷することにより防漏性の向上を図り、更
に防漏性の向上を装着者に認識させて安心感を与えることができるという効果が得られる
。
　しかし、着用者の肌に当接する面に印刷部を設けると、着用者の動きによりインキが剥
離して着用者の肌を汚染するという問題があり、さらに改良する必要がある。
【０００５】
　本発明はこのような従来技術に鑑み、着色が施されているにも拘わらず着用者の肌を汚
染することの無い、機能性シートを備える吸収性物品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前述の課題を解決するための本発明は、着用者の肌に向き合う内面側と、その反対側で
ある外装側とを有し、シート部材、並びにシート部材より小さい機能性シートおよび体液
吸収体を備え、シート部材に機能性シートおよび体液吸収体が取り付けられた吸収性物品
を前提とする。
【０００７】
　この前提における本発明の特徴は、前記機能性シートは、繊維不織布を含み、着用者の
肌に当接可能に前記シート部材に重ね合わせて接合されるとともに、前記着用者の肌に当
接可能な表面と、前記シート部材に接合される反対面とを有し、前記反対面は、前記表面
よりも繊維どうしの交差する点が多く、前記反対面には、前記内面側から視認可能な着色
部がインキを印刷することによって設けられていることにある。
【０００８】
　本発明の１つの実施態様では、機能性シートはシート部材に接合領域を介して接合され
、接合領域は機能性シートの外周縁から内側に離間して配設され、着色部は、接合領域と
同じ領域ないし接合領域の内側に設けられる。
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【０００９】
　さらに別の実施態様では、前記機能性シートは、前記着用者の肌に当接可能な上層と、
前記シート部材に接合される下層と、前記上層と前記下層との間に位置する中間層とを有
し、前記上層および前記下層は、通気性および透液性を有する繊維不織布によって形成さ
れ、前記中間層は、吸水性を有する繊維不織布によって形成される。
【００１０】
　また別の実施態様では、体液吸収体は、少なくとも粉砕パルプを含む吸液性材料を備え
、着色部は、シート部材の吸液性材料が存在しない部分に設けられている。
　また別の実施態様では、前記着色部は、前記外装側からも視認可能である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の吸収性物品では、機能性シートのシート部材に接合される反対面には、内面側
から視認可能な着色部がインキの印刷によって設けられているので、着色部は機能性シー
トに覆われて着用者の肌に直接触れないため、着用者の肌を汚染することが無い。
【００１２】
　着色部を接合領域と同じ領域ないし接合領域の内側に設ければ、着色部が着用者の肌に
触れることをさらに有効に防止することができる。
【００１３】
　また、着色部を、シート部材の粉砕パルプを含む体液吸収材料が存在しない部分に設け
れば、着色部が粉砕パルプを含む体液吸収材料で遮蔽されないため、着色部の視認性が高
まる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明について、吸収性物品がおむつ１で、機能性シートが抗菌性の吸汗性シート５１
である場合を例に、添付の図面を適宜参照して説明する。
　図１は、この発明に係る使い捨ておむつ１の部分破断斜視図である。おむつ１は、内面
シート２、外面シート３と防漏シート１７を主な構成要素とするシート部材１０と、シー
ト部材１０より小さい吸汗性シート５１と、体液吸収体３０とを備える。
【００１５】
　おむつ１は、透液性と通気性を有し着用者の肌に接触可能な内面シート２と、不透液性
で通気性を有し外装材となる外面シート３とが、ホットメルト接着剤（図示せず）を介し
て互いに重なり合って接合してパンツ型を形成しているものであって、着用者の股下に位
置する股下域６と、股下域６の前方につながる前胴周り域７と、股下域６の後方につなが
る後胴周り域８とを有し、前後胴周り域７，８の側縁部分７ａ，８ａどうしが合掌状に重
なり合い、図の上下方向へ間欠的に並ぶ接合部９において互いに溶着していて、胴周り開
口１１と一対の脚周り開口１２とが形成されている。
【００１６】
　さらに、内面シート２と外面シート３の間には、股下域６から前胴周り域７と後胴周り
域８とに向かって延びる不透液性の防漏シート１７が介在する。また、内面シート２の内
面側（着用者の肌に向き合う側）には点線で示す体液吸収体３０が取り付けられている。
また、後胴周り域８の胴周り開口１１近傍には、外部から視認可能な着色部４を有する吸
汗性シート５１が、着用者の肌に当接可能におむつ１を構成するシート部材１０に接合さ
れている。なお、図１では着色部４は吸汗性シート５１の裏面に位置しており、着色部４
が視認される部分を斜線で表わしている。
【００１７】
　胴周り開口１１の開口縁の近傍には、胴周り開口１１の開口縁と並行に延びる複数条の
胴周り弾性部材１３が、内面シート２と外面シート３の間にあって少なくとも一方に伸長
状態で接合している。脚周り開口１２の開口縁近傍では、脚周り開口１２の開口縁に並行
して延びる複数条の脚周り弾性部材１４が、内面シート２と外面シート３の間にあって少
なくとも一方に伸長状態で接合している。さらに、胴周り開口１１の開口縁のうちの前縁
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部７ｂおよび後縁部８ｂと脚周り開口１２の開口縁との間には、胴周り弾性部材１３に並
行して胴周り方向へ延びる複数条の補助胴周り弾性部材１６が、内面シート２と外面シー
ト３の間にあって少なくとも一方に伸長状態で接合している。
【００１８】
　図２は、図１のおむつ１の前後胴周り域７，８を接合部９において剥離し、おむつ１の
全体を双頭矢印Ｘで示す幅方向と、双頭矢印Ｘに直交する双頭矢印Ｙで示す前後方向とに
伸展したときのおむつ１ａの部分破断平面図であって、図にはおむつ１ａの着用者の肌に
対向する面である内面シート２側が示されている。
【００１９】
　内面シート２、外面シート３と防漏シート１７を主な構成要素とするシート部材１０は
、股下域６付近がおむつ１ａの内方に向け湾曲した砂時計型を呈している。また、おむつ
１ａのシート部材１０を構成する内面シート２の中央部分には、体液吸収体３０が、透液
性のトップシート３６で覆われて取り付けられている。体液吸収体３０は股下域６から前
胴周り域７と後胴周り域８とに向かって延び、幅方向寸法をほぼ２等分する縦中心線Ｃに
関し対称な形状である。
【００２０】
　体液吸収体３０は、粉砕パルプや粉砕パルプと高吸水性ポリマー粒子との混合物等の吸
液性材料３１を、ティッシュペーパ３２とティッシュペーパ３３との間に挟持して形成さ
れ、さらに透液性を有し着用者の肌側に位置するトップシート３６で被覆されている。テ
ィッシュペーパ３２，３３とトップシート３６はほぼ同形同大であり、体液吸収体３０の
前後方向に延びる両側縁４３と、幅方向へ延びる前端縁４１および後端縁４２において、
これら３枚のシートが重なり合っている。なお、図示例では、体液吸収体３０と防漏シー
ト１７との間に内面シート２が介在している。
【００２１】
　おむつ１ａの前後胴周り域７，８では、図１において胴周り開口１１の周縁部を形成し
ている前縁部７ｂと後縁部８ｂとが図２では幅方向へ延びている。
　外面シート３は、前縁部７ｂと後縁部８ｂにおいておむつ１ａの、体液吸収体３０が取
り付けられている側へ折り返されている。以下の説明では、外面シート３の前縁部７ｂ側
で折り返されている部分を前方折り返し部４６と呼び、後縁部８ｂ側で折り返されている
部分を後方折り返し部４７と呼ぶ。
【００２２】
　前方折り返し部４６の先端である前方下縁４６ａは、体液吸収体３０の前端縁４１と重
なり合う位置にある。また、後方折り返し部４７の先端である後方下縁４７ａは体液吸収
体３０の後端縁４２と重なり合うが、吸液性材料３１には重ならない位置にある。
【００２３】
　図２において、前方折り返し部４６と後方折り返し部４７は、ホットメルト接着剤等の
接着剤５２を介して内面シート２に接合している。前方折り返し部４６と後方折り返し部
４７は不透液性の外面シート３によって形成されているので、体液吸収体３０に吸収され
た体液が前後胴周り域７，８において体液吸収体３０から滲み出て肌に触れることが防止
される。
【００２４】
　吸汗性シート５１はほぼ長方形であり、後方折り返し部４７の着用者の肌に対向する面
に、ホットメルト接着剤５７が塗布された領域である接合領域６１を介して、着用者の肌
に当接可能に接合されている。ホットメルト接着剤５７は、ドット状、ストライプ状また
はスパイラル状に塗布される。さらに、吸汗性シート５１と後方折り返し部４７の間には
外部から視認可能な着色部４が設けられている。なお、図２では着色部４は吸汗性シート
５１の裏面に位置するが、図示は省略している。
【００２５】
　長方形の吸汗性シート５１の長手方向に延びる下端５０ａと上端５０ｂは、おむつ１ａ
の幅方向に延在し、後方折り返し部４７の後方下縁４７ａにほぼ並行している。おむつ１
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ａの幅方向における吸汗性シート５１の寸法は、体液吸収体３０より大きく、後方折り返
し部４７と同じか小さい。図２では、おむつ１ａの側縁部分８ａまで延在する例を示して
いる。また、吸汗性シート５１の下端５０ａと上端５０ｂとの間の寸法は、後方折り返し
部４７の後方下縁４７ａと後方上縁４７ｂとの間の寸法よりも小さい。
【００２６】
　ここで、吸汗性シート５１は、上層と下層に通気性と透液性を有する目付２５ｇ／ｃｍ
２のポリエステル繊維の不織布を用い、中間層には、抗菌剤を付着させた目付２０ｇ／ｃ
ｍ２の吸水性を有するティッシュペーパを用いて順次積層した後、高圧水流で交絡させて
形成したものである。このような構成の吸汗性シート５１が肌に当接したとき、汗が上層
から中間層に向かって浸透、拡散し、吸水性の中間層に保持されることにより、汗による
湿潤感が解消され、清涼感がもたらされる。
【００２７】
　さらに、吸汗性シート５１の中間層に付着させた抗菌剤によって、汗により増殖し易い
菌、例えば表皮ブドウ状球菌等の増殖が抑えられ、この菌が原因となり得るあせもの発生
も抑えられる。このような抗菌剤には、例えばアルキルピリジニウム塩、アルキルトリメ
チルアンモニウム塩、アルキルベンジルジメチルアンモニウム塩（塩化ベンザルコニウム
）、ジアルキルジメチルアンモニウム塩、塩化ベンゼトニウムの群からなる第４級アンモ
ニウム塩から選ぶことができる。また、このような抗菌剤にカテキン等を添加することも
できる。
【００２８】
　吸汗性シート５１を後方折り返し部４７に接合する接合領域６１は、吸汗性シート５１
の外周縁５８の内側に離間して配設され、ホットメルト接着剤５７が、例えば１～２０個
／ｃｍ２の割合の小さなドットとして塗布されている。吸汗性シート５１の、外周縁５８
と接合領域６１の間の領域は、後方折り返し部４７に接合されない非接合領域６２となっ
ている。なお、吸汗性シート５１の外周縁５８には、下端５０ａと上端５０ｂが含まれて
いる。
【００２９】
　着色部４は、接合領域６１と同じ領域内にあり、かつ体液吸収体３０の後端縁４２と重
ならない位置に設けられている。換言すると、着色部４は、吸汗性シート５１の外周縁５
８から離間して、おむつ１ａを構成するシート部材１０の、粉砕パルプを含む吸液性材料
３１が存在しない部分に設けられている。
【００３０】
　図３は、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線切断面を示す図である。
　吸汗性シート５１は、外面シート３の折返し部４７に接合領域６１を介して着用者の肌
に当接可能に接合されるとともに、接合領域６１と吸汗性シート５１の外周縁５８の間に
位置する非接合領域６２を有する。着色部４は吸汗性シート５１に印刷されたインキ５９
で構成されており、吸汗性シート５１と折返し部４７の間に位置し、接合領域６１と同じ
領域内にある。また、着色部４は、体液吸収体３０の後端縁４２と重ならない位置に設け
られている。
【００３１】
　図３から分かるように、おむつ１ａの着用者の肌に当接する側から着色部４を見たとき
、不織布で形成された吸汗性シート５１を通して着色部４を視認可能である。これにより
、おむつ1ａを着用するためパンツ形状にしたとき、吸汗性シート５１を備えるおむつ1ａ
であることと、吸汗性シート５１の位置を確認することができ、吸汗性シート５１を着用
者の背側に正しく位置させることができる。
【００３２】
　また、吸汗性シート５１は粉砕パルプを含む吸液性材料３１が存在しない部分に設けら
れている。このような構成にすれば、おむつ１ａを外装側から見たとき、着色部４が光を
透過しない吸液性材料３１で遮蔽されることはなく、内面シート２と外面シート３の折り
返し部４７を通して着色部４を視認し易くなるので好ましい。これにより、おむつ１ａを
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パンツ型に拡げてみるまでもなく、吸汗性シート５１を備えるおむつ１ａであることを確
認することができる。
【００３３】
　さらに、着色部４は、吸汗性シート５１と、外面シート３の折返し部４７との間に設け
られ、吸汗性シート５１で覆われているので着用者の肌に直接触れないため、剥離したイ
ンキ５９により着用者の肌が汚染されることが防止される。
　また、着色部４は接合領域６１と同じ領域に設けられているので、おむつ１を着用する
とき、あるいは着用者の動きによって吸汗性シート５１をめくる方向に力が加わったとき
でも、図３に矢印Ｚで示すように、非接合領域６２が先に変形してめくれるので、吸汗性
シート５１のめくれ発生が抑制される。この結果、吸汗性シート５１がめくれて着色部４
が露出することによる着用者の肌の汚染を防止することができる。このような非接合領域
６２の幅、すなわち吸汗性シート５１の外周縁５８と接合領域６１との距離は、少なくと
も１ｍｍ以上、好ましくは３ｍｍ以上である。
【００３４】
　着色部４の形成に用いるインキ５９に特に制限はなく、吸汗性シート５１やシート部材
１０の材質に応じて、吸収性物品の分野で公知のものを適宜選択して用いることができる
。また、着色部４の視認性を高めるには、着色部４を覆う吸汗性シート５１や外面シート
３の折返し部４７との明度差を大きくすることが好ましい。一般に吸収性物品は白色の不
織布で製造されることが多い。白色の不織布の透視性が低いとき、例えば明度の低い黒色
、青色、緑色等の印刷インキを用いて不織布との明度差を大きくすることにより、着色部
４の視認性を高めることができる。
【００３５】
　着色部４を接合領域６１と同じ領域に設ける一例として、図４（ａ）に摸式的に示すイ
ンキ５９の印刷パターンのように、ホットメルト接着剤５７のドットとインキ５９のドッ
トが交互に並ぶ配置とすることができる。このようにインキ５９をドットで印刷すれば、
連続した線で印刷する場合と比較して吸汗性シート５１の剛性の上昇を小さくすることが
でき、吸汗性シート５１を構成する不織布の良好な風合いを維持することができるので好
ましい。
【００３６】
　また、吸汗性シート５１の通気性を損なわないよう、接合領域６１の面積に対するイン
キ５９の総塗布面積を３０％以下にすることが好ましい。インキ５９の総塗布面積を小さ
くするため、図４（ａ）において接合領域６１の中央部にインキ５９を印刷しない領域を
設けることもできる。あるいは、インキ５９をドット形状に印刷するのではなく、例えば
外径が１．０ｍｍのドットの内側に、内径が０．６ｍｍ以下の印刷されていない部分を有
する環状として印刷することもできる。
【００３７】
　インキ５９を、内径が０．６ｍｍ以下の印刷されていない部分を有する環状に印刷する
と、不織布を通して見たとき輪郭がぼやけ、肉眼では内側のインキ５９が印刷されていな
い部分を認められず、ドット状に印刷されている場合との判別は困難である。従って、イ
ンキ５９を環状に印刷すれば、ドット状に印刷した場合と同等の視認性を維持しつつ、印
刷面積を少なくすることが可能となる結果、優れた通気性を有する吸汗性シート５１を得
ることができる。
【００３８】
　あるいは、図４（ｂ）に示すように、インキ５９のドットを接合領域６１の内側に印刷
することにより、着色部４を接合領域６１の内側に設ける構成にすることもできる。この
構成によれば、着色部４の外側が接合領域６１で接合されているので、吸汗性シート５１
がめくれて着用者の肌を汚染することをより有効に防止できる。なお、インキ５９は、予
め吸汗性シート５１、および／またはシート部材１０を構成する外面シート３等の接合領
域６１に該当する部分に印刷しておく。
【００３９】
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　さらに、顔料を含有するホットメルト接着剤を用いて着色部４を形成する構成にするこ
とができる。この構成によれば、顔料がホットメルト接着剤の中に封じ込められているの
で、着用者の肌の汚染を有効に防止することができるとともに、インキ５９を印刷する工
程を省略することができる。
【００４０】
　また、機能性シートである吸汗性シート５１に対するインキ５９の印刷パターンを図５
（ａ）～図５（ｃ）に摸式的に示す。以下の説明では、インキ５９を吸汗性シート５１に
印刷するものとして説明するが、シート部材１０に印刷することもできる。図５（ａ）に
示すように、インキ５９を、長方形の吸汗性シート５１の下端５０ａと上端５０ｂから離
間し、両側縁５０ｃ、５０ｄに接するようにドット状に印刷して着色部４を形成してもよ
いし、図５（ｂ）に示すように、インキ５９を長方形の吸汗性シート５１の下端５０ａと
上端５０ｂに接し、両側縁５０ｃ、５０ｄから離間してドット状に印刷して着色部４を形
成してもよい。
【００４１】
　このとき、図５（ａ）に示すように、ホットメルト接着剤５７をストライプ状に吸汗性
シート５１の長手方向に塗布して両側縁５０ｃ、５０ｄにわたる接合領域６１を形成し、
非接合領域６２を下端５０ａと上端５０ｂに沿う部分にのみ設けてもよいし、図５（ｂ）
に示すように、ホットメルト接着剤５７を長手方向に直交する上下方向に塗布し、非接合
領域６２を、両側縁５０ｃ、５０ｄにのみ設けてもよい。このように、非接合領域６２を
、吸汗性シート５１の外周縁５８の全周ではなく、一部のみに設ける構成にすることもで
きる。
【００４２】
　ここで、吸汗性シート５１を、その長手方向がおむつ１ａの幅方向に並行するように取
り付ける場合、吸汗性シート５１は着用者の動きにより上下方向にめくられやすい。ホッ
トメルト接着剤５７を図５（ｂ）のように上下方向に塗布し、下端５０ａから上端５０ｂ
にわたる接合領域６１を形成すれば、着用者が動いたときでも、吸汗性シート５１はめく
れ難くなる。
【００４３】
　また、インキ５９の別の印刷パターンの例として、図５（ｃ）のように、吸汗性シート
５１の下端５０ａ、上端５０ｂ、両側縁５０ｃ、５０ｄから離間してドット状に印刷して
もよい。この場合、ホットメルト接着剤５７は、図示例のように長手方向にストライプ状
に塗布してもよいし、上下方向にストライプ状に塗布してもよい。但しいずれの場合も、
インキ５９は、ホットメルト接着剤５７が塗布される接合領域６１と同じ領域か、接合領
域６１の内側に印刷される。
【００４４】
　また、前記のように、吸汗性シート５１は上層と下層がポリエステル繊維の不織布で、
中間層がティッシュペーパの積層体を、高圧水流で交絡させて形成したものである。
　吸汗性シート５１の高圧水流を打ち込んだ側の表面(以下、打ち込み面という)と、その
反対側の表面(以下、反対面という)とを日本電子株式会社製のＪＳＭ－５８００型走査型
電子顕微鏡（ＳＥＭ）により比較すると、打ち込み面では一方向に配列した繊維が多く観
察され、繊維どうしが交差する点が少ない（図６）。これに対し、反対面では、高圧水流
を打ち込む際に跳ね返った高圧水流の影響を受け、打ち込み面より繊維の配列がランダム
になる結果、繊維どうしが交差する点が多くなっている（図７）。
　このように、打ち込み面は繊維どうしが交差する点が少ないため、反対面と比較したと
き、打ち込み面の方が平滑になる。
【００４５】
　このため、吸汗性シート５１の反対面にインキ５９を印刷して着色部４を形成すれば、
吸汗性シート５１を着用者の肌に当接する側から見たとき、平滑な打ち込み面を通して着
色部４を観察することになるので、着色部４を視認しやすくなる。また、平滑な打ち込み
面が着用者の肌に当接する側に位置するため、肌への密着性が向上し、吸汗、抗菌機能の
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肌への効率が向上する。
【００４６】
　さらに、吸汗性シート５１に印刷されたインキ５９をＳＥＭで観察すると、繊維どうし
が交差する点では、インキ５９が繊維間で膜状に広がって付着しており(図８)、１本の繊
維の周囲に付着しているインキ５９（図９）と較べて、同一量のインキ５９でより広い範
囲が着色されていることが分かる。従って、繊維どうしが交差する点が多い反対面に印刷
すれば、同一量のインキ５９を用いてより視認性の高い着色部４を形成することができる
。
【００４７】
　以上の説明から明らかなように、吸汗性シート５１を、吸水性を有する中間層と、通気
性と透液性を有する合成樹脂製の繊維不織布から成る上層および下層とを含む積層体の上
層から下層に向けて高圧水流を打ち込んで繊維を交絡させて形成することが好ましい。こ
のようにして形成した吸汗性シート５１の下層側（反対面）に着色部４を設け、上層側(
打ち込み面)を着用者の肌に当接可能にシート部材１０に接合すれば、着色部４を視認し
やすく、吸汗性シート５１の肌への密着性が向上し、また、視認性の高い着色部４を形成
することができる。
【００４８】
　以上、実施の形態に基づき説明したが、本発明はこれに限定されず種々変更して実施す
ることができる。
【００４９】
　例えば、吸汗性シート５１として、ティッシュペーパが２枚のポリエステル繊維の不織
布の間に挟持されている例を示したが、吸汗性シート５１は、中間層が吸水性を有し、上
層と下層が通気性と透液性を有する合成樹脂製の繊維不織布やフィルムで補強された３層
構造であればよい。従って、中間層には、レーヨン、コットン、パルプ等のセルロースを
含有する親水性繊維を使用することもできる。また、吸汗性シート５１の上層と下層には
、通気性と透液性を有するポリエチレン、ポリプロピレン等の繊維不織布やフィルムを使
用することもできる。
【００５０】
　上層と下層に不織布を用いる場合、複数の種類の繊維の混繊としてもよく、例えば親水
化処理されたポリエステル繊維を混合すれば、吸汗性シート５１の透液性を高めることが
できる。ポリエステル繊維の親水化処理としては、例えば、ポリエチレングリコールをポ
リエステルにブレンド、あるいはグラフト重合して改質する方法が挙げられる。
【００５１】
　また、シート部材１０を主として内面シート２、外面シート３と防漏シート１７で構成
した場合に基づき説明したが、例えば内面シート２を分割する等により、さらに多数のシ
ートでシート部材１０を構成してもよい。あるいは、外面シート３を折り返さずに、前縁
部７ｂと後縁部８ｂで内面シート２と外面シート３を重ね合わせて接合する構成にしても
よい。さらに、着色部４を形成するインキ５９は、塩化コバルト(ＩＩ)等の水に対するソ
ルバトクロミズムを有する薬剤等の、顔料以外の成分を含んでいてもよい。
【００５２】
　また、着色部４を体液吸収体３０の後端縁４２と重ならない位置に設ける場合を例に説
明したが、着色部４と体液吸収体３０との位置関係はこれに限定されず、着色部４を、体
液吸収体３０を構成するティッシュペーパ３２，３３と一部重なる位置に設けることもで
きるし、吸液性材料３１と一部重なる位置に設けることもできる。
　別言すれば、着色部４は機能性シート(吸汗性シート５１)に対応した位置で機能性シー
トとシート部材１０との間に外部から視認可能に設ければよく、機能性シートの体液吸収
体３０や吸液性材料３１に対する取り付け位置、大きさは、必要に応じて適宜変更するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
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【図１】おむつの部分破断斜視図。
【図２】図１のおむつを分解し、伸展した状態で示す図。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線切断面を示す図。
【図４】接合領域に対するインキの印刷パターンを示す模式図。
【図５】機能性シートに対するインキの印刷パターンを示す模式図。
【図６】打ち込み面のＳＥＭ写真。
【図７】反対面のＳＥＭ写真。
【図８】繊維どうしが交差する点に印刷されたインキのＳＥＭ写真。
【図９】１本の繊維に付着しているインキのＳＥＭ写真。
【符号の説明】
【００５４】
　１　　　おむつ（吸収性物品）
　４　　　着色部
　１０　　シート部材
　３０　　体液吸収体
　３１　　吸液性材料
　５１　　吸汗性シート(機能性シート)
　５７　　ホットメルト接着剤
　５８　　外周縁
　５９　　インキ
　６１　　接合領域

【図１】 【図２】
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【図７】
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